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一修士論文要旨一

酪農地帯における挙家離農の実態と性格

木村 純

A Research on the conditions and characteristics of the 

whole family retirement from peasant farming 

in dairv areas 

Mal、otoKimura 

農民間分解のあからさまな側面である挙家総農が北海道では府県を庄傍lする勢いで進行している。

特に酪農先進地域である根釧では離農民家の中心をなすのは終営耕地街積20，Lα以上何であり，いわゆ

る「ゴールなき規模拡大jが進むなかで 2 箆家の存¥1.の主主盤が中上胞にまで及んア揺いでいる事実を

あらわす。本稿では綬鎖|酪農地得の中核，JJIJ海11けにおける挙家離思の実態と性格を究明し，その激発の

構殺を明らかにしようとする。

第一章分析の視角

第一節 従来の挙家離農の規定について

北海道における挙家離慢の特徴を空襲照すると，第一iζ府県の三倍のテンポで進行している ζ と，

第ニに下賜零細農家の農業離脱口土地の流動化促進としてのみ捉える乙とができず，全階1Mをつつん

で発生している乙とである O

従来，挙家離震は北海道における農民宿分野の特徴的な形態であるために本道の研究者によって

その究明の努力がなされてきた。そ乙では，①下関口貧農型の離農安〕中農型の離農ーいわゆる「見

切り型Jーの二区分でその性絡が律せられていた。一方，府県においては，主lζ西日本会中心iζ箆業

が会:村的lζ崩壊にむかう山村での挙家離村の研究の中lζ位置づけられ，そ ζにおいては農業からの労

働力流出の形態区分として捉えられていた。乙れらの研究は p 湯沢誠教授がrt箆!刊の離震について述

べたどとく「現段階での農業の内外諸困難Jが全際問について存在しているため，下回差是の隊震だけ

でなく中箆!替の離農もまたミゼ、ラルブノレなものである乙とを十分に捉ええず，また f生活破滅jと規定

しながら離農 iζ 蒙る種々の契機をま~椀し「生活破滅 J 妥結果する過程を明らかにする努力lζ欠けてい

7こ。

第二節離農分析の視角

以上述べたような従来の成果の綬界は 従来の箆民例分解論が 農民内郎の生産力格差iζ電点、を

置き B 資本主義的答績が進んだ下での農民の全体像を十分lζ明らかにして乙なかったために，現在の

小農が上向していく可能性をせばれられ，多くの農民が不可避的iζ没落していく中で，広いF創出ζ及

んでき評家離農を促進させられている状態を十分捉える ζ とができなかった乙とによっている O

農民間分解を f農民のなかのすべての経済的矛盾の総体J(レーニン)として解明し上うとする

時，労働者階級を中心iζ全人民的lζ進行している貧間化が，農民の間でどのように進んでいるのかが
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まず明らかにされねばならない。しかし，貧沼化埋論は従来主として資本蓄積のもとでの労働者階級

について展開されてきた。農民の貧弱化もまた同様に資本主義の蓄積法良Ijtc徐せられているが，しか

もなお農民の歴史的性絡に規定される貧間化の独自な性格と形態をもっているととは否定できない。

一一大部分の生産子役の所有者(有産者)が無産のプロレタリアートlζ没落するーという視点に立って

みた時，挙家離農の全階層的な広がりや分解基軸の上昇という現象は貧隠化する農民が連続的lζ創出

されている ζ とを示すものである。このようにして農民間分解の最もあからさまでかつミゼ、ラフソレな

側面である挙家離援を，農民内部の生産力格差のみに留めず，農民の生活構造，更には国家独占資本

主義下の制度・法・政策との関連において捉えるととが必要かつ可能となる。

第五節 重量圏化理論の若干の整理一農民に却して一

従来の貧国化1望論の研究は，労働者階級を中心に経済構造の分析を主要な舞台として展開されて

きた。金子ハ Jレオ・小泉宏氏らは，労働者階級の資本の生産過程における状態を重視しながら剰余価

値の搾取に着目し，更に高木督夫氏はそれに支配隷属関係を加え，労働苦に着目したが， ζれらの成

果は底援農民について妥当性をもたない，労働者階級を重点にしながらなお農民をも包括する理論的

な視角を与えたのは，宮本憲一氏と池上惇氏である。宮本氏の場合，公害関係，社会保障，社会福祉

関係、とくに共同生活手段の不足 池上氏は資本主義商品生産の一面化，崎型化にともなう貧鴎化を指

摘する。

一方， 農民iζ郎した貧困化環論は労働者階級の場合のように論争史を持たず未熟であるが，農民

の実態にもとづいた把憾の試みが行なわれてきた。代表的な論者としては山!II治氏，芙土路逮雄氏，

f可紹一成氏らが上げられる。

dJ )II.Eえは，農民の社会資本と社会福祉の不足を貧困化現象として捉え，美土路氏は箆民の貧困化

が意識にまで及んでいるとして上部構造の開題をも捉えようとした。最近では河相氏の論文があるが

f土地持ち労働者の正範な形成は今日における箆民の銭関化の最も一般的で特徴的な形態である jと

して，兼業化を貧閑化現象として捉え r農民の多くが土地持ち労働者lζ没落し 9 また農業生産への見
返しを失うといった状況が一般化してきている ζとであり ζれを過して農民による農業生産力が破

壊されていく Jとして，農業生産力が上昇する -jjで農民の貧姻化が進むメカニズムそのものについ

ては明確に述べてはいなし、。また，マルクスとレーニンのo典的定式を整理して，小生産者の貧隠lζつ

いて論じたプレーゲリの業緩があるが，農民的農産物の儲値法員Ijについて，①それが費用価絡水準で

規定される ζ と。⑨他方，資本家や地主そ通して農民的生産物の価値が無償で贈与されるという ζ と

が定論の中心に挺えられていない。以上のように農民の貧閑化論は未だ現象終理段階にあり，労働者

階級について発展させられた理論の，農民への適用をばかりつつ前進させなければならない。

第二章根劃11轄農の現段階と酪農民の動向

酪農地帯における離農激発の茶繰たる 根鎖11幣農の展開構造とそのもとでの酪箆民の動向について

別海町を中心に述べる。

第一節 根翁11路農の形成と展開

根錫11において農民的酪震が形成されるのは，昭和 2年に北海道第ニ期拓殖計画がはじまり， ζの地域
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の農業開発が本格化されてからである。戦前入植の農家が乳牛飼養を開始するのは，拓鑓計画が冷害

などで再検討され昭和 8年iζ綬鎖11横民地農業開発五カ年計耐において乳牛飼養の奨励が行なわれてか

らであった。乙れによって乳牛朗餐農家が増えてゆく。戦時下の慈幹労働力の兵力動員と作付統制と

により牛乳生産は袋退に向うが， ζ れらの農家が戦後入構農家と較べ，自己蓄積の条件などにおい

て戦後の本格的飴震の展開に際して相対的な宥利性をもってのぞんだ ζ とは間違いない。

戦後の根鍛i農業は緊急、開拓事業によって幕を明ける。緊急開拓事業は食糧増産と過剰人口吸収を

罰的とし， ζれによって戦後一般開拓が始まり， ζれらの農家は厳しい開墾過程を経て主蓄化lζ向う

が，それらが本格化するのは概して遅れ，乳牛飼養頭数が増大を始めるのは 1950年以降の有蓄農家創設政

策の下で，乳牛飼主主農家の増加と併行して進む， ζの頃の綬弱11の酪農生産構造は依然として副業的際

箆経営と複合的感農経営の併存構造であった。

1954年の f酪農振興法Jの制定によって従来の干写蓄農家創設を装識としたそれまでの酪農政策

が麟農「合理化j政策へと転換され，乙の郎農政策が選別，分断政策としての基調を浮彫りにするな

かで綬翁11撚撲は多頭化を開始しつつ障害農民の階層分化を鮮明にしてゆく。

一方，戦後開拓事業が不振そ続ける中で務鮮戦争を契機として日本資本主義経済が方向転換の段

階iζ変る過程で根鋭iノfイロットフアーム計画が実施される o 集中的な国家資金の投資による機械開墾・

道路・路設の建設によって ζれらの農家が，入縞後夜ちに主欝化を開始し戦後一般と比較しでも最も

急速に多頭化を実現してゆく。

乙の間の酪農;漆営の増加は，雪印乳業の独占が破られ，激しい集荷競争が展開された ζ とにもよる

が， .t畏鎖11ζは1957年に明治乳業が進出。 ζれがパイロットフアームの開設，集約書名農地域の設定等

とあいまち開拓農家の酪農化を進める。 r酪振法j成立を発端とする骸箆「合理化Jとともに60年代
の前半には酪農家数の減少が開始する。別海では戦後から61年にかけては農家戸数は増大する方向で推

移するが， ζの頃から小規模酪農経営の減少が始まる。 ζれはζの持期lζ顕在化してくる家計費の上

・農業所得の低迷を背景iζ 離震の激発が政策的lζ{足されるまま盤をつくる。 ζうして務農「合理化J

政策のもとで小規模酪農経営をはじめとする多くの酸農経営は存立の基盤を危うくされるが，脆弱な

原料生産にま腕する乳業資本の存立基盤も強罰ではなかった。それを打開すべく農業再編成政策の一

環として不足払制度が実施される。原料乳価格の低位固定が貫かれ ζの地域においても生産乳震の前

年比伸び率は 1969尽を頂点に鈍化し，酪農経営の危機的様相は全階層lζ広がるにいたる。

不足払制度の下で多頭化は進むが，それは酪農「近代化j政策が多頭飼湾と機械化を基調としな

がら，その綴幹をなす第一次構造改善事業の実胞によって裏づけられた。別海では 1963年から戦前

入縞者の多い地域を中心に導入・実施される。基盤整備やトラクターの中上層農家への共同利用による

導入で，それに対応する ζ とのできぬ下層農家の格差は一層底がった。

60年代前半から始まる小規模酪農家の脱落Kよる離農跡甘P，は中上層農家の土地集中，集積lζ利用

され，挙家離震の激発乙そ多鋭化 1 経営規模拡大の必要条件となる。

70年代iζ入ると一時収束したかにみえた農家戸数の減少は，再び増大する。それは麟農専業経営

として存立するためには搾乳牛20頭の飼養が必要な段階に遼し，それに対応できぬ際農経営の離震を

反映しての ζ とである。

ζの段階ではすでに襲名農専業農家にはトラクターの所有が不可欠になった。またパケットミノレカ

やパイプラインミルカー・パーンクリーナ一等の飼養管理技術の合建化が進んだ。しかし， ζのよう

な「近代化J過程は自己喜蓄積の条件に乏しいまま制度資金に依存しつつ行なわれたため負債の累積に
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よる経営危機の深化を同時にもたらし，書名農民lζは多頭化による労働過電を結果した。更に金利負担

lとより一層の多頭化が迫られる中で土地不足が顕在化してくる。 20la以上層，40lalCも及.s-;階層の離

農が顕著になるのは，乙うした酪農経営の危機の深化を背景としていた。 70年にはまた第ニ次梼造改

業が実路され交換分合・集団化とバルククーラーの導入を義戦iζ，土地問題・労働力不足を解決

しようとするが，本来ノイjレククーラー設置は乳業資本の築送手し合理化を実現しようとするものであっ

た。また， ζの二次構は根iWII'ζ 「装置化・システム化jを一挙lζ実現しようとする新館農村計耐と結

びついたものであった。地域の生産力水準が政策的に律せられ，それに対応する ζ とのできない農家

の切捨てによる挙家離農の激発乙そ，根議11酪震の展開の特徴的な姿である。

第二節 酪農民の動向と上層農の評価

以上のような酪農の腹開のもとで 成牛が40頭を越え トラクター・パイプラインミルカー・パ

ーンクリーナー・バルククーラーなどを装備し，従来襲用労働力の依存なしには維持できなかった程

の大規模経営，家族労働力で基本的にまかないうるような「資本Jの規模もかなり大きい専業的な上

麗農家が，形成，誕生している。稲作地帯での f資本型上層農J，r小企業農jなどの諸規定も ζ う
した従来とは異なる上問震の性絡について与えられたものだが，全く自立点引と与を展する上層FJ)~家とは

異なり，政策依存のものである ζ とは疑いない。

第三章酪農地帯における規模拡大の進展と農民の貧困化実相

}}IU毎町の実例を中心として

第一節 規模拡大遂行下の離農農家の実態

開拓者離農助成対策によって離農した別海町の 208戸の離農農家を中心に検討する。(表・

2)従って戦後に入植した零細農家の離農の実態であり，同時に65年から72年にかけてこの地域で調書農

経営規模拡大が最も厳しく褒樹した時期の挙家離農の実態の一街の検討である。離農農家の中心をな

すのは60年代においては無牛農家や主蓄化の緒にようやくついたものであったが，その階層的性格も

広がり，70年lζ入ると搾乳牛20頭段階への対応をめぐって，それに到達する ζ とができぬ農家ゃあるい

はどうにか到達できても重要な労働力である家族の一員の健康破壊にみられるように，関空喜一主蓄化

過程を経て進んだ労働力の「空絹化Jなどのために挫折を余儀なくされた農家も看取されるようにな

った。

集中的な閤家資金の投資を受けたノfイロットフアーム地Eまでの離農は，粗収誌では一定の段階lζ

達しつつも負債が多いために金利負担の圧迫に耐えられなかったものである。一方戦後一般開拓農家

の離農は乳牛頭数の拡大が進まず粗収益自体が極めて低いものであった。しかし後期になると一般開拓

農家の中に負債額においても組収益においてもパイロットの離農農家を凌ぐような経営も，離農する

にいたる。との地域の第一次構造改善事業が始まり それに参加して選別的な融資をうけたものの経

営の安定をはかれなかった農家であり，戦後一般開拓箆家の経営規模拡大の厳しさを反換したもので

ある。

家族，労働力構成の「空洞化Jもとれらの農家iとほぼ共資した事であった。後継者がすでに転出

し，経営者夫婦ニ人で維持していた格差芝経営が ζのどちらかの病気(主婦に多い)などによって存立

を許されなくなるというのが典型的な姿である。離農農家の離農潔白は，初期iζおいてはほとんどが土
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地条件劣悪，耕地街積の狭少をあげているが， ζれは過剰人口吸収策としての戦後一般開拓事業が土

地条件を十分K配慮せず 個人の農家の支に開墾がまかされたζとやノfイロットフアームlζおいても

機械開署長を進めながら，湿地改良については手が及ばなかったととの結巣でもある。後期になるにつ

れ，病気を主要な離農理由にするものが多くなるが， ζ れは肉体摩滅的な開墾過組と開拓農民の老齢

化を背景としたものであった。主主幹労働力の病気だけではなく農民への社会福祉の不足から世搭員の誰

かが病気になる ζ とがs医療費の負担，病人の役話で家計費支出を高め，手し牛を売却する ζ となどに

よってそれを解決するために，縮少再生産につながり，医療施設が遠く離れているためにそれは一層農

民の負担となりやがて|生活破滅J，ζ一金るのである。
また，乳牛飼養頭数の増大は機械化による飼主主管理過程の合理化ーミルカー，特iζノfイプライン

ミノレカーやパーンクワーナーの導入ーをはかれぬ零細農家にとっては労働過穫をもたらし，それが健

康破壊を結果する。労働力不足によって乳牛飼養管理が行きとどかず乳牛若手数や病気によって離農lζ

変る場合もある。乳牛頭数の増加により商品生産規模を拡大したが，それは詞時lζ綴営の一面化をも

進め，家族労作経営の存立蕊縫を脆弱なものにしていった結果である。

ζれらの農家の転職先は一般に零綿企業で，低賃金を余儀なくされた。従って所得上昇が実現する

という基本法農政のシェー?とは必ずしも一致するものではなかった。

第二節 地域の実椴と機農民の現状

農民の貧国化は，離農を余儀なくされた農家だけでなく，残留した農家にも広がっている。その

ことが離農が全階層をカバーしながら進行している条件である。昭和49年8月に調査をした別海町の

入植時期と条件が異なり，従って自己蓄積の条件が違う①中泰別A地区一第二期拓殖計闘による入植

者の多い区，@西春別B地区一戦後一般開拓地ぼ，③板釧|ノfイロットフアームCl也区の実態について

検討を行なった。

経営規模拡大が借入金に依存しながら行なわれている ζ とは，三地区にほぼ共通しているが， C 

地区のパイロットの場合は，上!習が少なく下胞が多いのが特徴的である。 ζの地区の主主上限農家が集

中的な融資を有利に活用しながら上向する一方で，最下層では.家族労働力の点で劣り，途上の失敗

(乳牛の事故等)で融資が浪費され，かえって金利負担が経営の庄追となっており，そのため下層で

は肥育への一面化が行なわれている。パイロットでは他の二地区のように下宿の滞留がみられず，負

債の圧力が離農を促進した乙とがうかがえる。その乙とは第一節で示された。

逆lζA地区やB地区では，借入金が少なく金利負胞が少ない乙とが下}替の滞留の条件となってい

る。初発条件の大きな粉途が，パイロットと他二地区の階層分野の違いを結果するのである。下履農

家にとっては制度資金への主体的な対応の途いを結果する。労働力の「空洞化jなど経営の危機的要因

を内在しながら借入金を増大させた場合，滞留の条件はより少なくなる。戦後一般鰐拓地区のB地区

の最上層農家の借入金は 他の二地IXの同じ規模の最上層農家lζ比較しでも最も多い。借入金lζ依存

しながらの規模拡大は経営危機と同時に労働過重による健康破壊をζの地区の場合結果している。別海の

路農民の約半数が貧血であり，市街地住民lζ較べ圧倒的に高い(約 2倍)。特iζ肉体摩滅的な聞盤過

程を経て直ちに多頭化段階への対応を余儀なくされた戦後一般開拓地区において高く， B地区では最

上層と搾乳牛30頭段階の上位の農家の主婦に健康破壊がみられる。家族が健康破壊するような刻苦禽

励と借入金の昌倹的な導入によって初めて， ζの地区での上向が可能になるのである。戦後一般開拓

地区における最上層の借入金の大きさ，健康破壊の状況は，その上向の厳しさを物語る。
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最も忙しい夏季の採草時には，成牛30頭以上で，家族農業従事者が2名以下の経営では例外なく

実習生を導入している。自らの貧関化を阻むために他人を貧閑化させるという図式が描かれるが，そ

れによって積極的対応を図っていく富箆的経営の形成は稀簿でp 大多数の農家が労働過震を向覚しな

がら窮迫的な資金主導入，経営規模の拡大を続けてし、かねばならないというのが現状の姿である。低乳価，

飼料・生産諸資材の高騰により，所得率がますます低下させられ終営の危機的要因が全階層にわたっ

ている。挙2支離農の発生の主主豊撃が ζ 乙lζ存在する。

第四章まとめ

第一次構造改善事業が実施されたA地区では，それに前後する時期に(戦前入精農家の問に入総

した)戦後開拓農家の離農が顕著であり.73年に現在の最上層lζ匹敵する農家が離箆しているのが特

徴的である。主蓄化が最も遅れたB地区では70i:j三iζ入ってから離農が激発している。土地拡大が次第

に制約され， ζの地域で最も進んでいる健康破壊や医療臨設などへの遼さ等が背景となっている ζ と

は疑いなし、。 C地区では最下層の離農が一貫して進んでいる。初発条件の差異，悌震の発燦段階の違

いがそのままあらわれている(グラフ)

10 
頭

調査農家(抽出)と離農農家の成牛蹟数の推移(農業基本調驚偲察より作成)

-1962年 (S37)以降の乳牛の多頭化の進展と離農

1. q.;fJ別 A 地区 Z 拐必 illJ B 地区 3. Ul.鈎パイロ y トファー'.C地以

Al 

J 
C3 

C7 
Cl 

C11 

C15 

Cl4 

14 
(29戸のつら10
戸鍛麓 l

限界地で，土地の外延的拡大が可能な条件下で，上層優位の増及政策は，それ以下の農家の離農

を促した。構造改善事業，不足払制度，制度金融を基軸として進んだ経営規模拡大の下で，やがて土

地の外延的拡大の余地がせばめられる中で，農民諸階層調の競争は一層激烈となり離農が階層的にm
り上り.'生活問題が主な要臨として顕在化してきた。

農民の貧困化の最もミゼラフツレな形態としての挙家離農が全階層的に展開している。更に残留農

家の経営，生活の悪化も含めて農民の貧困化が全農民的にしかも多様に進行している。 ζの農民の貧

困化を現代資本主義の資本蓄積構造のゆに正しく位置づけて解明し，挙家離農の性格の本絡的究明が

今後の課題となる。
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開拓者荷量燦助成対策移転方法舎より作成

表 1-1 

¥¥¥¥¥¥  
1965 1966 1967 1968 1969 1970 1971 1972 

計
(40) (41) (42) (43) (44) (45) (46) (47) 

離援助成対策戸数 29 45 30 30 13 幻 21 13 208 

入年 1949-1950 8 25 8 8 1 7 2 2 61 

(21) (25) 

1951-1955 16 10 12 8 3 10 7 4 7D 
(26) (30) 

1956- 5 10 10 12 9 10 11 7 74 

(3D 

績次 不 明 2 1 3 

移'iJIJ 別梅田I 内 9 10 16 6 3 7 6 8 65 

根窓支庁内 7 1.'i 2 6 3 5 5 l 44 
転戸 選 内 8 14 9 13 5 13 5 2 69 

遂 外 5 4 3 4 1 2 5 2 26 

先数 不 明 2 1 4 

農家 農業所得のみ 8 12 11 17 9 24 9 9 99 
所得 産量外所得あり 21 33 19 13 4 3 12 4 100 
'iJIJ 

態別 20万円未満 円子 16 10 13 1 2 2 68 

20 - 30万 22 14 11 5 58 
業 30 - 50 万 7 6 2 11 9 45 
戸 50 - 70万 3 10 7 26 
所
70 - 90万 1 3 3 8 

得数 90 - l 2 I 3 
一ー一時

袋内 耕i?i収入のみ 3 8 7 1 2 22 
業訳 事井i?i>慈産 4 4 3 6 1 18 
JlX:'iJ1J 
入戸 苦言皇室>耕産 24 38 17 13 8 9 2 111 
の数 畜産収入のみ 2 4 3 16 21 11 57 

トー

総戸 200万円末満 27 41 21 20 6 2 118 

負
200 - 300 3 3 6 2 15 

300 - 500 1 5 3 7 8 4 29 
一一輔

f資 500 - 700 7 1 8 4 2 22 
一一一一-

700 --1000 4 3 5 5 17 
額
1000万円以上

一一一一
2 1 4 

ト一一一 一一時
'iJIJ数 不 明 1 3 

言差別 5 11 5 4 2 4 2 33 

業 2 21 24 18 21 13 20 15 11 143 

従戸 3 3 7 6 5 4 2 27 

業 4-以上 l 2 

者数 不 明 3 3 

173 



表 2

¥¥¥¥  
1965年 1966年 1967年 1968年 1969年 1970年 1971年 1972年

言十
〔昭和40) (昭和41) (昭和42) 〈昭和43) (昭和44) (昭和45) (昭和46) (昭和47)

室井 5 ha未満 2 5 
主畿 5 - 10ha 14 21 8 10 3 2 59 

積面 10 - 15ha 13 23 19 3 2 7 2 3 79 

15 - 20ha 1 3 11 7 6 4 3 33 
Bp q 
20 ha以上 4 12 12 6 35 

数 不 明

乳一 5綴未満 28 45 28 28 11 18 16 8 182 
ヰ:戸 5 - 9 2 8 2 3 16 
(数 10 - 14 2 2 5 
成頭 15 - 19 
牛数 20 
'--')JIJ Jド 明 4 

経 30才未満 2 3 11 

営 30 - 34 6 5 7 3 2 2 26 

主
35 - 39 4 11 5 5 2 4 7 4 42 

40 - 44 4 7 。 5 5 2 25 
戸 45 - 49 3 8 5 2 4 24 
数 50 - 54 3 3 3 2 2 2 2 16 

年 55 - 59 2 6 3 5 3 8 4 31 

書告 60 
4 3 4 8 4 4 4 30 

不明・経営
3 3 

日IJ :tなし

転f尋 30万円未満 5 2 7 
畿日IJ 30-50万円 19 25 18 10 8 80 
後戸 50-70万円 8 8 7 4 9 6 3 45 
の数 70-90万円 2 5 8 2 17 
所 90万円以上 5 7 

転 土木・建設業 11 15 13 7 2 8 5 7 68 
職 遂輸業 2 4 l 2 12 
後 製造業 2 8 4 3 8 4 2 30 
の サーどス業 2 
織 公的機関

4 8 
業 E霊業E車体
)JIJ 産量 塁走 1 2 1 3 10 
戸 その他 6 7 3 4 2 2 2 26 
数 言十 24 35 26 18 7 21 15 10 156 

離な 土地条件劣

E撃も 懇話語積狭少 23 35 18 2 3 83 
のの

理一 乳牛の事故
2 2 7 

出つ 病気
. 

話IJだ 家族構成長
4 2 9 18 8 15 13 9 78 

戸け の病気・けが

数 i 死 亡 2 2 8 
、句J
老 令 l 8 2 6 3 22 ( 

主 後継者なし 2 5 

婆 離 婚 1 

(注) 経営支の年令が.40代から50代前半のものが比較的少なくなる。
乙の年令が子どもが労働力年令IC達し，家族労働力において最も充実する年代であり，また30代とくらべると転職
も容易ではなくなるからだと考えられる。
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